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本研究目的は，可視光と近赤外光を同一撮像素子にて同時弁別取得する新規オンチップ光学フ

ィルタの開発である．リモートセンシングや車載カメラ，生体イメージング等への応用が著しい

近赤外光を可視光と同時に撮像することにより，可視光イメージを加えた距離計測や生体計測が

可能となるため，イメージセンサの画像認識力が飛躍的に向上する．一般的なイメージセンサに

よる可視光と近赤外光の同時検出は，光学フィルタの吸収特性から複雑な信号処理システムや外

部マルチフィルタの導入が必要とされてきた[1, 2]．本研究では，ナノ周期構造化された金属薄膜

を用い，表面プラズモン共鳴に基づく新規光学カラーフィルタリング技術を提案する． 

図 1(a)は，提案するオンチッププラズモニックフィルタによる可視近赤外同時センシングのセ

ンサ概略図を示す．金属膜の両界面に同心円状ナノ周期凹凸を作製することにより，凹凸周期に

応じて特定波長と表面プラズモンが共鳴的に結合する．表面プラズモンと結合した波長の光は，

同心円中心部に設けられたサブ波長開口に集光し，ビーム状に透過するため[3]，隣接画素間にお

ける空間的光クロストークを抑制する．図 1(b)は，同心円状凹凸周期 350 nm ~700 nmの銀薄膜プ

ラズモニックフィルタの透過スペクトル計測結果を示す．周期に依存して波長 440 nmから 755 nm

に長波長シフトする透過ピークが得られた．各透過スペクトルの波長幅は 100 nm以下であり，提

案するプラズモニックフィルタによる可視域から近赤外域のマルチバンドな波長選択性を実証し

た．図 1(c)は，計測した透過スペクトルの xy色度分布を示す．R (赤色)，G (緑色)，B (青色)を示

す透過スペクトルの色度は，標準的な RGB色度と同等の値が得られ，可視域における高い色再現

性を実証した．可視域から近赤外域における高色再現性と同時弁別性を提供するプラズモニック

フィルタを車載カメラや医用カメラへ応用することにより，自動運転技術や脳機能の解明への貢

献が期待される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．(a) 可視近赤外同時センシングのセンサ概略図．(b) 銀薄膜プラズモニックフィルタの透過

スペクトル計測結果．(c) 透過スペクトルの xy色度分布． 
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